別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名: ネットビジネス振興事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


          （この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　商工労働部　商工政策課　政策企画担当　電話番号：058-272-1111（内3042）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11351@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,700千円（前年度予算額：300千円）

	事業内容


	１　事業の内容


成長著しい販売チャンネルであるインターネットを通じたビジネスチャンスを県内中小企業者に幅広く提供することで、県内中小企業の販路拡大を促進し、県外からの商品購入を増加させ、地域経済を活性化させる。またネットビジネスに取り組む県内中小企業に対し、Ｅコマース（電子商取引）に係る情報・ノウハウの提供、事業者間の交流機会の提供を行うことにより、商品販売額の増加を図る。
（１）Ｅコマースへの参入支援と県産品の販路拡大

①Ｅコマースセミナーの開催

・ インターネット上の電子ショッピングモールへの出店や電子商取引（Ｅコマース）

に関するビジネス支援セミナーを実施する。
②インターネットショッピングモールにおける物産展の開催

　・ 楽天に出店している県内事業者への販売促進支援として、「楽天市場」特設ページ

において、食品や工芸品、衣料、日用雑貨などを扱う県内出店者によるインターネ

ット上の物産展を開催し、販路拡大を促進する。
（２）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」活動費

①講演会・交流会の開催 

· オンラインショッピングや電子商取引に関する業界の第一人者等を招いたビジネスセミナーを開催。
· 店舗間でのネットショップ運営ノウハウの共有を目的とした交流会・名刺交換会を開催。
②「ネットショップ運営スキルアップセミナー」等の開催 

· ネットショップを運営していく中で必要となる写真撮影やページの作成、露出増加などの技術的なノウハウ、各種関係法律や個人情報保護等守るべきルールの提供を行う勉強会を開催。
（３）Ｅコマースの人材育成
　・ 商業高校の生徒を対象に、ネットビジネスにおけるノウハウなどの講義と、商品開
発からネットでの商品販売など実際のネットショップ運営の取り組みを通して、イ

ンターネットの可能性や商売の厳しさ、楽しさなどを学んでもらう。
	２　所要経費


（１）Ｅコマースへの参入支援と県産品の販路拡大（２，９１５千円）
①Ｅコマースセミナーの開催　　２１８千円　
・ 会場借上、講師謝金・費用弁償等
②「楽天市場」における県物産展開催　　２，６９７千円
　　・ 楽天への委託経費等

（２）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」活動費（４００千円）
①講演会・交流会の開催　　１５７千円

  　・ 会場借上、講師謝金・費用弁償等
　　②「ネットショップ運営スキルアップセミナー」等の開催　　２４３千円

　　・ 会場借上、講師謝金・費用弁償等
（３）Ｅコマースの人材育成（３８５千円）

　　・講師謝金・費用弁償等
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
· 多くの事業者との交流に伴うビジネスチャンスの拡大や、Ｅコマースに係るテクニカルな知識の提供によるネットショップ事業者のスキルアップ支援により、インターネットを活用した販路拡大を推進する。
	２　これまでの取組状況


（１）Ｅコマースへの参入支援と県産品の販路拡大
①「楽天市場」における県物産展開催
・第１回目は平成２１年１１月２５日から１２月２５日まで開催し、県産品３２品

目を紹介。期間中の参加店舗総売上は約７，５３０万円。

・第２回目は平成２２年６月１８日から７月２０日まで開催し、飛騨牛などの県産

品をはじめ、ファッションやインテリア、雑貨など様々なジャンルから３６店舗が

参加し、期間中の参加店舗総売上は約１億５，２６０万円。
・第３回目は平成２２年１１月２５日から１２月２７日まで福井県と合同で開催。
岐阜県からは飛騨牛など３１店舗、福井県からは越前ガニなど２９店舗が参加し、

期間中の岐阜県参加店舗総売上は７，８９２万円。
・第４回目は平成２３年７月１５日から８月１７日まで開催し、飛騨牛などの県産

品をはじめ、ファッションやインテリア、雑貨など様々なジャンルから３４店舗が

参加し期間中の参加店舗総売上は約８，３００万円。
（２）ぎふネットショップマスターズ倶楽部

・平成２２年６月にインターネットショップを運営している県内事業者が集まる異業
種交流会「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」を設立。会員数は１３０人（２３

年９月末）を超える。各地域でのスキルアップのための勉強会開催や、講演会、名刺
交換会を開催。
○22年度実績

　・第１回例会を平成２２年５月２０日から２５日まで岐阜、西濃、東濃で開催。参加者岐阜会場１００人、西濃４１人、東濃４３人。
　・第２回例会は平成２２年８月１１日に岐阜グランドホテルにおいて楽天大学学長の仲山進也氏他による講演会と会員相互の交流会を実施。参加者２０３人。
・第３回例会を平成２２年１１月２日から１９日まで岐阜、西濃、東濃、飛騨で開

催。参加者岐阜会場３３人、西濃１７人、東濃２２人、飛騨１１人。

○23年度実績

　・平成２３年８月３日に大垣市のソフトピアジャパンにおいて楽天市場でトップクラスの売上げを誇る（株）オーガランドの代表取締役社長小笠原淳氏による講演会と会員相互の交流会を実施。参加者７６名。
・平成２３年９月から県内各地において、法律やＳＮＳ、商品管理・在庫管理などネットショップ事業者が一番気になるトピックで勉強会を開催予定。

	３　これまでの取組に対する評価


（１）Ｅコマースへの参入支援と県産品の販路拡大

　　　平成２１年度より、ネットショップに挑戦する機会を県内事業者に提供するための

「販路拡大セミナー」の開催や、楽天サイト上でのネット物産展の開催などに取り組

むことにより、新たなビジネスチャンス獲得の機会の創出とともに、ネット販売に

取り組む県内事業者の売上げ増加に寄与した。
（２）「ぎふネットショップマスターズ倶楽部」活動費

県内ネットショップ運営事業者の異業種交流会「ぎふネットショップマスターズ倶
楽部」の設立により、ネットショップ事業者が相互に交流をはかり、売上げ向上の
情報交換を行う場の創出につながった。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	300

	要求額
	3,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,700

	決定額
	3,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,700


